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中学校 数学科 部会 

部会長名 福智町立方城中学校 校長 山中 江利子 

実践者名 川崎町立川崎中学校 教諭 平林  大  

 

１ 研究主題 

「確かな学力を育む数学科学習指導法」 

～数学的な活動を通して～ 

 

２ 主題設定の理由 

  令和６年度の全国学力・学習状況調査の結果によると、筑豊地区は数学において平均 

正答数で 6.7(全国 8.4）、平均正答率で 41.9(全国 52.5)と全国平均を下回っている。 

さらに、全国の標準化得点を 100 とした場合の筑豊地区の標準化得点は 79.8 と大 

幅に下回っており、依然として厳しい状況が続いている。その要因として、問題に書 

かれている情報を読み取ることができなかったり、答えをどのように表現すればよい 

か分からなかったりする生徒が多い現状であることが挙げられる。さらに、文章が長 

い問題や、会話形式で表現されている問題では、問題を見ただけで諦めてしまう生徒 

が多かった。 

 これらの状況から、「確かな学力」を育むために必要な基礎的・基本的な知識及び技 

能、思考力・判断力・表現力等、学びに向かう力・人間性等の３要素のすべてに課題 

が見てとれる｡それらの課題を踏まえ、どのような学習方法が有効であるか探るため 

に、本主題を設定した。 

 

３ 主題の意味 

  「確かな学力」とは、一人一人が目の前の状況を理解し、問題解決への見通しを持っ 

てよりよく生きていくために必要な学力と捉える。 

 また、数学科における「確かな学力」とは「知識及び技能、思考力・判断力・表 

現力等、学びに向かう力・人間性等」の３つの要素をバランスよく育むことである 

と捉える。 

 

４ 研究の目標 

  「確かな学力」を育むために、単元を貫く問いを意識し、川崎中 OSR（Outlook：見 

通し、Support：個別の支援、Reflection：振り返り）を位置づけた学習指導の在り方 

を究明する。 

 

５ 研究仮説 

単元を貫く問いを設定し、川崎 OSR を位置づけた授業を展開することで、生徒が 

単元を通して見通しをもち、「確かな学力」を身につけることができるであろう。 
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６ 研究の計画（授業の計画） 

 (１)単元「図形の調べ方」 

 (２)単元の目標及び指導計画 

単元 図形の調べ方 総時数 １２時間 時期 １１月 

単元の目標 ◯平行線や角の性質を理解したり、多角形の角についての性質を見いだ

したりすることができる。 

◯平面図形の合同の意味及び三角形の合同条件について理解することが

できるとともに、証明の必要性と意味及びその方法について理解するこ

とができる。                  （知識及び技能） 

◯基本的な平面図形の性質を見いだし、平行線や角の性質を基にしてそ

れらを確かめ説明できる。 

◯三角形の合同条件などをもとにして図形の性質を論理的に確かめるこ

とができる。            （思考力・判断力・表現力等） 

◯図形の性質などを証明することのよさを実感して粘り強く考え、平面

図形の性質について学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、平面

図形の性質を活用した問題解決の過程をふり返って評価・改善しようと

したりすることができる。      （学びに向かう力・人間性等） 

次 時 具体的な目標 学習活動・内容 指導上の留意点 (援助・支援) 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 角と平行線 

・具体的な図形を用い

て、色々な方法で予想を

確かめようとする。(学) 

・対頂角の意味を理解し

性質の根拠を明らかにす

ることができる。(知) 

・同位角や錯角の意味を

理解することができる。 

(知) 

２ 多角形と角 

・三角形の内角と外角の

関係を理解する事ができ

る。(知) 

・角の性質を見出し、そ

の理由を様々な方法で説

 

 

 

 

・星型五角形の５つの角

度の和が１８０°である

ことを確かめる。 

・対頂角の特性を知り、

角度を求める。 

 

・同位角、錯角の特性を

知り、角度を求める。 

 

 

・三角形の外角の特性を

知り、角度を求める。 

 

・凹型四角形の角の特性

を説明する。 

 

 

 

 

・内容を全体で把握させ

るために、具体的に図を

書かせる。 

・実際に作図させ、いつ

でも成り立つことを確認

させる。 

・角度を求めやすくする

ために、補助線を引かせ

る。 

 

・実際に作図させ、(内

角)＋(外角)＝180°であ

ることを確認させる。 

・複数の方法で説明する

ことができるように、ヒ

【単元を貫く問い】星型五角形の５つ和は１８０°であることを、 

図形を使ってどのように説明できるだろうか？ 
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本

時 

８ 

／ 

12 

明することができる。 

(思) 

・多角形の内角の和につ

いて調べ、180（n－２）

であることを理解する。 

(知) 

・多角形の外角の和が３

６０°であることを理解

することができる。(知) 

・星型五角形の５つの角

の和が１８０°であるこ

とを、既習の図形の性質

を基にして色々な方法で

考えることができる。 

 (思) 

３ 三角形の合同 

・三角形の合同条件を理

解することができる｡ 

(知) 

 

 

 

・多角形の内角を求める

方法を知り、角度を求め

る。 

 

・多角形の外角の特性を

知り、角度を求める。 

 

・星型五角形の５つの角

度の和が１８０°である

ことを確かめる。 

 

 

 

 

・合同な三角形を確かめ

る。 

 

ントカードを準備する。 

 

・性質を理解できるよう

にするために、図に補助

線をいれる活動を設定す

る。 

・性質を理解できるよう

にするために、作図ソフ

トを使用して説明する。 

・複数の方法で説明する

ことができるように、ヒ

ントカードを準備する。 

 

 

 

 

・合同条件を理解できる

ようにするために、作図

の時間を設定する。 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

４ 

１ 証明とそのしくみ 

２ 証明の進め方 

・三角形の合同の証明を

することができる。(知) 

２  

・誤りのある合同の証明

方法を正すことができ

る。(思) 

 

・単元テスト(知・技) 

 

 

・三角形の合同の証明を

書く。 

 

・三角形の合同の証明の

間違いを訂正する。 

 

 

・単元テスト 

 

 

・証明の書けるようにす

るために、証明のフォー

マットを提示する。 

・どの生徒でも意欲的に

取り組めるように、複数

の難易度の問題を準備す

る。 
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７ 指導の実際 

 

 本時 令和６年１１月２６日（火） 第５校時 ２年１組教室において 

 

（１）主眼 

星型五角形の５つの角の和が１８０°であることを、既習の図形の性質を基にして 

色々な方法で考えることができる。 

 

（２）授業仮説 

   星型五角形の５つの内角の和が１８０になることを、図（ロイロノート）にかきこ 

み求める活動において、学習形態や学習内容を自己選択させることで、色々な方法で 

  の求め方を考えることができるだろう。 

 

（３）準備  電子黒板、タブレット（ロイロノート）、学習プリント 

 

（４）展開 

過程 学習活動・内容 指導上の留意点 

◇評価規準【観点】（方法） 

配時 
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導入 

 

 

 

 

１ 本時の課題、めあてをつかむ ◯学習意欲を高めるために、単元

の導入（１次１時）での授業プリ

ントを確認させる。（Outlook） 

◯求め方の見通しをもたせるため

に、既習事項（ツール）の確認を

させる。（Outlook） 

 

 

 

 

 

 

5 

展開 ２ 図（ロイロノート）を使って

a+b+c+d+e=180°の 求 め 方 を 考 え

る。 

 

 

 

 

 

 

３ 全体で複数の求め方を共有す

る。 

 

 

 

 

◯自分の考えを持てるようにする

ために、学習形態（個人、ペア、

教師）、学習内容（ツールを指定し

た問題を難易度別に準備）を自己

決定させる。（Support） 

◯解答に困難を示している生徒の

ために、ロイロノートでヒントカ

ードを配布する。（Support） 

 

◯多くの求め方を理解できるよう

に、ロイロノートの共有機能を使

って確認させる。 

◯自分の考えをまとめることがで

きるように、他の生徒の解法を参

考にさせる。 

20 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

課題 【単元を貫く課題】 

星型五角形において、 

a+b+c+d+e=180°であることを 

図を使って考えなさい。 

 

めあて 星型五角形の５つの角度の和が 180°になることを色々な 

方法で確かめてみよう。 

ツール 

①１周は 360°、直線は 180° 

②対頂角は等しい 

③平行線⇔同位角は等しい 

④平行線⇔錯角は等しい 

⑤平行線⇔同側内角の和は 180° 

⑥三角形の３つの内角の和は 180° 

⑦三角形の１つの外角はその隣にない 

内角の和に等しい 

⑧凹四角形の３つの内角の和は 

 凹型部分の外角と等しい  

 

①ツール 2,8,6 を用いた解法 

②ツール 7,6 を用いた解法 

③ツール 4,1 を用いた解法 

④ツール 2,6 を用いた解法 

⑤自由にツールを使う解法  
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終末 ４ 本時のまとめ、振り返りをす

う。 

（１）まとめを書く 

 

 

 

 

 

（２）振り返りシートに記入する 

 

 

 

 

５ 評価問題を解く 

 

 

 

 

 

◯学習への理解を深めるために、

自分の言葉でまとめを書かせる。 

 

 

 

 

◯分かったこと（できたこと）、分

からなかったことを自覚させるた

めに、自分の言葉で振り返りをさ

せる。（Reflection） 

 

◇星型七角形の７つの角の和が

180°であることを、図を使っても

とめることができる。【思･判･表】 

 

 

 

 

８ 研究のまとめ 

  導入では、単元を貫く問いを設定していたことで、生徒に対してスムースに課題へ 

 の関心をもたせることができた。また、既習事項の確認をすることでより本時の見通し 

をもつことができた。 

 展開では、課題に対して、どの内容に取り組むか（使用できるツールの指定）、どの 

形態で取り組むか（「1 人で」、「友達と」、「教師と」）を自己決定させることで、自分の 

実態に合わせて問題に取り組めた。また、課題に取り組むのが難しい生徒のために、 

ロイロノートでヒントカードを配布することで、すべての生徒が課題に取り組めるよ 

うな支援を行った。その後、交流場面ではロイロノートで学級全員の解答を共有する 

ことで、自分の解答に付加・修正をする姿が見られた。 

 終末では、自分の言葉でまとめ、振り返りを行い、課題にどのように取り組めたか 

を自覚したうえで、評価問題に意欲的に挑戦する姿が見られた。 

 

 

まとめ 

既習事項（ツール）を使い、いろいろな方法で課題を解くことができた。  

課題 

星型七角形の７つの角の和は何

度になるか図を使って考えなさ

い。 

A：根拠（使用したツール）を示

した上で、180°を求めることが

できる。 

B：180°を求めることができてい

るが、根拠が不十分である。  



- 162 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習課題の提示       学習形態の選択         学習内容の選択 

 

９ 成果と今後の課題（◯成果、●課題） 

 ◯ 授業デザインシートを活用し、単元を貫く問いを設定することで、どの生徒も最後 

まで課題に意欲的に取り組むことができた。 

 ◯ 学習内容、学習形態を自己決定させることで、自分のペースで課題に取り組めると 

  同時に、多くの生徒が教室内を動きまわりながら交流する姿を見ることができた。 

 ● 自分 1 人で取り組もうと頑張る生徒が複数人いた。しかし、自分の考えをもつ時間 

いっぱいまで粘りすぎ、結論にまで至らなかった生徒もいたため、今後は生徒同士を 

つなぐことに注意していきたい。 

 ● 複数人で交流する中で、内容を理解していないまま友達の解答を写そうとした生徒 

  がいた。今後は、困り感のある生徒にヒントカードを促すタイミングを早めに設定す 

る必要性を感じた。 
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 ○ 中学校学習指導要領解説 数学編（文部科学省） 

 ○ 個別最適な学びと協働的な学び（東洋館出版社） 

 ○ 子どもが自ら学びだす「教えない授業」を創る（ぎょうせい） 


